
目的 (事業全体)

伊勢湾や熊野灘における放流効果の把握および放流効

果向上のために, 大量標識放流を実施して, 放流適正場

所, 放流魚混獲率, 放流魚回収状況を明らかにする｡

なお, 結果の詳細は関連報文に報告したので, ここでは

その概略を記載する｡

１. 標識技術試験

目 的

放流効果調査に使用するイラストマー標識を中心とし

た標識技術を確立する｡

材料と方法

１) 標識装着作業試験

供試魚は(社)日本栽培漁業協会南伊豆事業場(以下,

日栽協南伊豆)から提供された種苗 (������尾�平均全長

����		) を用いた｡ 平成
�年６月
�日に尾鷲栽培漁業

センターに受け入れ, 標識装着作業を同年７月８日～７

月
�日の５日間, 同センター屋内にて行った｡

標識を装着する機器として主に
��������������

����������(以下, 
��)社製イラストマー標識空気駆

動埋め込みシステム (以下, エアーインジェクター) を

８台使った｡ 作業性と視認性から標識装着部位は左胸鰭

後基部とした｡

２) 標識の視認性調査

①平成14年度放流群の放流時における視認性

標識装着作業試験で作業した種苗の放流時 (７月
�日)

における視認性を調査した｡ 標識の視認性は, Ａ)容易：

ライトを使用しなくても容易に視認できる, Ｂ)ライト

で容易：ライトを使えば見落とすことなく容易に標識を

視認できる, Ｃ)ライトで難：非常に小さいまたは薄い

など一目では視認できない, Ｄ)確認できない：脱落ま

たは埋没のため確認できない, の４段階評価とした｡ Ｂ),

Ｃ)のライトとは
��純正青色� !"ライト(以下, ラ

イト)を示す｡ また, 市場標識調査で使用する
��純正

琥珀色サングラス(以下, サングラス)の扱いについては,

使用・未使用時の視認性ついて調査した｡

②飼育条件下における標識の視認性

平成
�年度に尾鷲栽培漁業センターが生産した種苗に,

汎用シリンジを使い標識を施し, ８月８日から

月
�日

に同センターの海上小割にて飼育を行い, 成長に伴う標

識の視認性の推移を調査した｡

③標識色の違いによる市場調査における発見率の差

供試魚は#
�常滑地先赤色放流群と#
�常滑地先黄色

放流群とした｡ この２放流群は日栽協南伊豆にて同時に

標識を施され, ８月７日に常滑市小鈴谷地地先に放流さ

れた｡ 

月から１月にかけて小型機船底曳き網・まめ板

曳き(以下, 小底)漁獲物が揚がる有滝地区で市場標識調

査を行い, ２放流群の発見率の差を検討した｡

結果と考察

１) 標識装着作業試験

合計������尾に標識を装着した｡ 標識作業中及び放流

までの期間に死亡した尾数は�, ���尾であった｡ 標識後

の死亡が多いのは荒天時の網ズレや移動等によるストレ

スに起因するものと考えている｡ エアーインジェクター

１台につき, 
��～���尾$時で装着できた｡ これ以上の

作業効率も可能であるが, 早すぎると標識の大きさなど

視認性に問題があることがうかがえた｡

標識作業員への作業前教育の徹底と作業監督を設ける

ことにより, 標識の視認性が向上したほか, 作業の効率

化が進んだ｡ また, エアーインジェクターのピストン部

品の交換により, シリンジ内での標識の逆流が大幅に減

り, 標識装着機器の課題はほぼ無くなった｡

２) 標識の視認性調査

①平成14年度放流群の放流時における視認性

イラストマー標識を導入した平成
�年度以降では最も

適切に標識を装着することができた｡ これは, 作業員へ

の教育の充実と標識作業に監督者を置き, 随時チェック

したことも影響したと考えられた｡

②飼育条件下における標識の視認性

市場標識調査では����％の個体が確認できた｡ 飼育に

用いた供試魚における標識装着時の魚体サイズは, 過去

にエアーインジェクターを用いた標識放流群に比べ大き

いことから, 過去のエアーインジェクターを用いた放流
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